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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、TNF受容体スーパーファミリーのメンバーです。この受容体は、T細胞のクローン増殖、生存、および分化に寄与します。また、末梢単球の増殖を誘導し、TCR/CD3を介した活性化によって誘導されるT細胞のアポトーシスを促進し、CD28の共刺激を制御してTh1細胞応答を促進します。この受容体の発現は、リンパ球の活性化によって誘導されます。TRAFアダプタータンパク質はこの受容体に結合し、NF-κBの活性化につながるシグナルを伝達することが示されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）紫線：抗原（10 ng）青線：抗原（50 ng）赤線：抗原（100 ng）
	

	HepG2 (1)、Jurkat (2)、MOLT4 (3)、HL-60 (4)、THP-1 (5)、Ramos (6)、K562 (7)、およびRaji (8)細胞溶解物に対するCD137マウスmAbを使用したウエスタンブロット解析。
	

	CD137 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HL-60 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	CD137 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した THP-1 細胞のフローサイトメトリー分析。

